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ハロウィンウォーク
　10月31日、商工会と商店街の協力のもと、
大寺銀座通り商店街において、板野東幼稚
園の園児によるハロウィンウォークが行わ
れました。
  仮装をした園児がお店に入り「トリック　
オア　トリート」と言うと、お店の人は「ハッ
ピーハロウィン」と一人一人にお菓子を渡し
てくれました。園児は「サンキュー」「グッ
バーイ」と英語で元気に答えました。
　ハロウィンを通して、外国の文化や英語
を楽しく学ぶことができました。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

瑞 
宝 
双 

光 

章

藍  

綬  

褒  

章

　
矯
正
教
育
功
労
に
よ
り
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
四
十
一
年
の
永
き
に
亘
り
、
徳
島
刑
務
所
の
教
誨

師
と
し
て
矯
正
教
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

  

岡
本
さ
ん
は「
こ
の
度
は
、
は
か
ら
ず
も
瑞
宝
双
光

章
拝
受
の
栄
に
浴
し
、
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
。

教
誨
師
と
し
て
の
活
動
を
通
し
て
、
私
自
身
が
多
く

の
こ
と
を
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
地
域
の

方
々
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
指
導
が
あ
っ
て
こ
そ
の

賜
物
と
心
か
ら
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご

厚
誼
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
更
生
保
護
功
績
に
よ
り
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
二
十
九
年
の
永
き
に
亘
り
、
更
生
保
護
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

  

久
米
さ
ん
は「
こ
の
度
は
、
は
か
ら
ず
も
藍
綬
褒
章

拝
受
の
栄
に
浴
し
、
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
指
導
ま
た
家
族

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
賜
物
と
心
か
ら
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
栄
誉
に
恥
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
日
、
井
上
武
夫
さ

ん（
西
中
富
）か
ら
、
板
野
町
の

た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

一
〇
〇
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
板
野
町
か
ら
井
上
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
厚
意
は
、

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
に
使
う

釜
の
購
入
等
、
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡本　慈勝氏
74歳（羅漢）

久米　文雄氏
69歳（古城）

平
成
二
十
九
年 

秋
の
叙
勲・褒
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

板
野
町
へ
の

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

絵
本
で

子
ど
も
た
ち
に

伝
え
た
い
こ
と

　
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ

い『
と
び
だ
せ
え
ほ
ん
』

の
コ
ー
ナ
ー
で
、
お
茶

の
間
で
も
人
気
の
長
谷

川
義
史
さ
ん
を
お
迎
え

し
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
ウ
ク
レ
レ
演
奏
に

よ
る
歌
、
即
興
の
絵
の

実
演
な
ど
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
冬
の
一
日
、笑
っ

た
り
、
ほ
ろ
り
と
さ
せ
ら

れ
た
り
、
心
温
ま
る
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す

が
、
事
前
の
申
込
み
が

必
要
で
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
一
月
十
四
日（
日
）

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

　
　
　
終
了
後
サ
イ
ン
会
を
実
施

場
所　
板
野
町
文
化
の
館 

視
聴
覚
室

定
員　
一
〇
〇
名

お
問
い
合
わ
せ
　

　
板
野
町
教
育
委
員
会

　
☎
六
七
二
―
〇
一
三
六

板野町子どもの読書推進事業
絵本作家 長谷川 義史さん 講演会のご案内
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

　板野町では、不妊治療を行っているご夫婦を支援す
るため、医療保険が適用されない特定不妊治療に要す
る費用の一部を助成します。助成は、徳島県こうのと
り応援事業の助成決定を受けたものに上乗せする形で
行います。

⒈ 対象者
　次の①から④の条件を全てに該当する方が対象です。
　① 法律上の婚姻をしている夫婦であること
　② �夫婦が治療開始日より以前に板野町に1年以上住

所を有していること
　③ �徳島県こうのとり応援事業の交付決定を平成29

年4月1日以降に受けていること
　④ 夫婦が町税等を滞納していない者であること

⒉ 助成額
　特定不妊治療に要した費用から徳島県より交付され
た助成金額を控除した額とし、１回の治療につき10万
円を限度とします。

自殺予防対策事業　いのちの講演会
　10月28日（土）板野町町民ふれあいプラザにおいて「大切な人の『想い』とともに」 
をテーマに元読売テレビアナウンサー　清水　健さんによる「いのちの講演会」 
を開催しました。当日は、雨にもかかわらず、大勢の方にご参加いただきました。 
講演では「生きることの大切さ」「笑顔で生きること」「支え合って生きることの大切さ」
をお話されました。場内は温かな笑顔と涙に包まれました。

⒊ 申請方法と必要書類
　原則として、治療が終了した日の属する年度内に必要
書類を添付し、板野町健康相談室に申請してください。
　① �板野町こうのとり応援事業申請書（町ホームペー

ジまたは健康相談室窓口）
　② �徳島県こうのとり応援事業承認決定通知書
　③ �徳島県こうのとり応援事業受診等証明書
　④ �法律上の婚姻関係にあることを証明できる書類

（戸籍謄本等）
　⑤ �住所を確認できる書類（住民票等）
　⑥ �夫及び妻の所得額を証明する書類（町県民税課税

証明書）
　⑦ �特定不妊治療を受けた医療機関発行の領収書
　⑧ �印鑑（ご夫婦それぞれが必要）
　⑨ 振り込み希望の金融機関の通帳

※�徳島県が交付する「徳島県こうのとり応援事業承認決定通知
書」により、添付書類（③～⑦）は写しに替えることができます。

※�申請者及び配偶者がそれぞれ自署押印が必要となります。

お問い合わせ　役場福祉保健課　健康相談室　☎672ー5580

板野町こうのとり応援事業のお知らせ

　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
六
日
、

第
一
回
板
野
町
議
会
臨
時
会
に
お

い
て「
板
野
町
保
育
園
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」ほ
か
二
件
の
審
議
案

件
に
つ
い
て
の
可
決
、
及
び
任
期

満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

等
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

常
任
委
員
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
　

◎
吉
岡　
輝
昭　
○
水
口　
昭
彦

　
犬
伏　
博
昭　
　
天
羽　
生
美

　
髙
橋　
　
勲　
　
東
條　
昭
二

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　 

◎
広
田　
勝
己　
○
石
田　
　
実

　
大
西　
正
一　
　
西
川　
　
有

　
髙
橋　
　
勲　
　
東
條　
昭
二

厚
生
常
任
委
員
会

◎
松
浦　
　
昶　
○
築
本　
重
視

　
奥
尾　
周
二　
　
髙
橋　
　
勲

　
東
條　
昭
二

議
会
運
営
委
員
会

◎
奥
尾　
周
二　
○
松
浦　
　
昶

　
広
田　
勝
己　
　
築
本　
重
視

　
吉
岡　
輝
昭

一
部
事
務
組
合
議
員

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
議
員

　
髙
橋　
　
勲　
　
奥
尾　
周
二

松
茂
町
ほ
か
二
町
競
艇
事
業
組
合

議
会
議
員

　
水
口　
昭
彦　
　
奥
尾　
周
二

　
築
本　
重
視

板
野
西
部
消
防
組
合
議
会
議
員

　
髙
橋　
　
勲　
　
東
條　
昭
二

　
犬
伏　
博
昭　
　
奥
尾　
周
二

　
広
田　
勝
己

板
野
町
監
査
委
員

　
橋
本　
昭
夫（
学
識
経
験
者
）

　
犬
伏　
博
昭（
議
会
選
出
）犬伏　博昭氏 橋本　昭夫氏
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

　
平
成
三
十
年
一
月
七
日
に
、
板
野
町
成
人
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
成

人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
は
、
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
平
成
三
十
年
に
成
人
式
を
迎
え
る
町
内
の
新
成
人
の
お
名
前
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
の
該
当
者
は
、
平
成
九
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
年
四
月
一
日
の
間

に
生
ま
れ
た
方
で
す
が
、
こ
の
名
簿
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
と
板
野
中
学
校
卒
業
者
名
簿
を
も
と
に
作
成
し
記
載

し
ま
し
た
。
板
野
中
学
校
を
卒
業
後
、町
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

卒
業
時
の
住
所
・
氏
名
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
一
部
の
方
に
は
変
更
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
成
人
式
該
当
者
に
は
、
十
一
月
中
旬
に
成
人
式
案
内
の
は
が
き
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
方
、
こ
の
名
簿
か

ら
漏
れ
て
い
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
恐
れ
い
り
ま
す
が
板
野
町
教
育
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
教
育
委
員
会
　
☎
六
七
二
ー
〇
一
三
六

成人おめでとう成人おめでとう祝
板野町成人式（男性58名　女性90名　合計148名）

日　時
平成30年

午前10時～（受付 午前9時～）
1月7日（日）

場　所

文化の館さくらホール

ございますございます

平
成
30
年
　

成
人
式
該
当
者
名
簿

中　
川　
誠　
大
（
大　
寺
）

稲　
垣　
翔　
吾
（
大　
寺
）

永　
樂　
惣
一
郎
（
大　
寺
）

河　
野　
宏　
貴
（
川　
端
）

渡　
邊　
瑛　
士
（
大　
坂
）

岡　
部　
直　
也
（
大　
寺
）

小　
川　
柾　
斗
（
大　
寺
）

中　
野　
麻　
緒
（
吹　
田
）

近　
藤　
和　
磨
（
那　
東
）

重　
井　
健　
太
（
犬　
伏
）

岡　
﨑　
宗
一
郎
（
犬　
伏
）

六　
車　
　
　
凌
（
黒　
谷
）

小　
原　
慎
太
郎
（
羅　
漢
）

井　
内　
星　
希
（
那　
東
）

髙　
原　
　
　
樹
（
那　
東
）

川　
上　
祐
太
朗
（
矢　
武
）

平　
野　
喜　
展
（
那　
東
）

池　
森　
怜　
史
（
犬　
伏
）

清　
水　
優　
輝
（
黒　
谷
）

仲　
野　
和　
樹
（
犬　
伏
）

郡　
　
　
太　
陽
（
西
中
富
）

嘉　
代　
光　
志
（
西
中
富
）

平　
井　
晃　
稀
（
西
中
富
）

豊　
田　
耕　
平
（
古　
城
）

松　
田　
大　
貴
（
下　
庄
）

清　
原　
一　
真
（
西
中
富
）

大　
西　
竜　
暉
（
下　
庄
）

松　
長　
和　
希
（
西
中
富
）

行　
譜　
祐　
介
（
下　
庄
）

松　
浦　
直　
人
（
唐　
園
）

荒　
瀨　
友　
佑
（
西
中
富
）

松　
井　
祐　
弥
（
西
中
富
）

佐　
野　
寛　
弥
（
西
中
富
）

佐　
野　
俊　
輔
（
大　
寺
）

三　
木　
成　
人
（
大　
寺
）

庄　
野　
優　
世
（
大　
寺
）

田　
村　
洋　
介
（
大　
寺
）

志
宇
知　
航　
大
（
川　
端
）

吉　
本　
真　
也
（
川　
端
）

三　
原　
大　
和
（
大　
寺
）

米　
田　
淳　
也
（
大　
寺
）

増　
田　
拓　
馬
（
吹　
田
）

藤　
井　
優　
治
（
吹　
田
）

一　
橋　
龍　
也
（
川　
端
）

（　
）は
住
所
、
敬
称
略

男
　
性
　
　
58
名

井　
上　
太　
智
（
大　
寺
）

渡　
辺　
尋　
斗
（
大　
寺
）

鴻　
池　
隆　
功
（
大　
寺
）

石　
川　
貴　
大
（
大　
寺
）

田　
村　
亮　
人
（
川　
端
）

津　
田　
　
　
純
（
大　
寺
）

井　
上　
　
　
恒
（
川　
端
）

楠　
　
　
進
太
郎
（
川　
端
）

林　
　
　
一　
帆
（
下　
庄
）

大　
西　
健　
太
（
西
中
富
）

神　
田　
海　
輝
（
西
中
富
）

神　
田　
星　
輝
（
西
中
富
）

武　
原　
利
希
矢
（
西
中
富
）

小　
川　
大　
将
（
下　
庄
）

女
　
性
　
　
90
名

松　
本　
杏　
那
（
大　
寺
）

近　
藤　
果　
歩
（
大　
寺
）

大　
西　
真　
央
（
大　
寺
）

江　
口　
果　
苗
（
大　
寺
）

山　
本　
ひ
な
の
（
大　
寺
）

山　
田　
佳　
奈
（
川　
端
）

吉　
岡　
未　
希
（
大　
寺
）

前　
山　
亜　
耶
（
大　
坂
）

池　
原　
朱　
音
（
大　
寺
）

上　
野　
千　
捺
（
大　
寺
）

宮　
本　
亜　
耶
（
大　
寺
）

PHAN THI NHU QUYNH

（
大　
寺
）

堰　
本　
友
里
香
（
大　
寺
）

佐
々
木　
聖　
夏
（
吹　
田
）

小　
林　
加　
奈
（
吹　
田
）

三　
木　
彩　
瑚
（
大　
寺
）

北　
山　
美　
月
（
大　
寺
）

奥　
谷　
麻　
衣
（
川　
端
）

竹　
谷　
朱　
理
（
大　
寺
）

富　
田　
真　
野
（
大　
寺
）

大　
嶽　
琴　
音
（
大　
寺
）

髙　
畠　
未　
希
（
大　
寺
）

黒　
川　
利　
佳
（
大　
寺
）

水　
本　
　
　
星
（
大　
寺
）
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　
十
一
月
五
日(

日)

、
板
野
町
東
公
会
堂
で
、
第
十
一

回
ふ
れ
あ
い
隣
保
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
板
野
東

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
演
奏

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
す
も
う
大
会
で
は
、
板
野
高
等
学
校
相
撲
部

の
皆
さ
ん
の
模
範
演
技
の
後
、
幼
稚
園
児
や
小
学
校
児

童
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
を
し
ま
し
た
。
青
空
の
下
、

土
俵
の
上
の
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
す
も

う
大
会
は
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
公
会
堂
の
周
り
で
は
、
く
じ
引
き
や
お
で
ん
、
ア
メ

リ
カ
ン
ド
ッ
グ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
模
擬
店
が
並
び
、

長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
講
座

発
表
会
や
人
権
カ
ル

タ
大
会
、
お
楽
し
み

抽
選
会
が
行
わ
れ
、

こ
ち
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
っ
て
歓
声 

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
ふ
れ
あ
い

隣
保
館
ま
つ
り
は
、
お

お
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

元　
木　
香　
里
（
吹　
田
）

TO
  THI  HIEN

（
大　
寺
）

板　
東　
良　
奈
（
大　
寺
）

槇　
納　
愛　
実
（
大　
寺
）

三　
枝　
杏　
実
（
大　
寺
）

平　
尾　
貴　
子
（
大　
寺
）

住　
田　
桃　
華
（
大　
寺
）

松　
本　
彩　
音
（
川　
端
）

三　
木　
晴　
加
（
吹　
田
）

竹　
岡　
舞　
鈴
（
大　
寺
）

安　
藝　
加
菜
美
（
大　
寺
）

奥　
谷　
朋　
実
（
吹　
田
）

浅　
井　
文　
花
（
川　
端
）

小　
橋　
帆　
波
（
大　
寺
）

西　
川　
茉　
希
（
吹　
田
）

小　
笠　
理　
帆
（
大　
寺
）

山　
本　
さ
く
ら
（
犬　
伏
）

中　
川　
も　
も
（
羅　
漢
）

山　
田　
愛　
子
（
犬　
伏
）

赤　
澤　
遥　
香
（
犬　
伏
）

東　
條　
愛　
実
（
矢　
武
）

渡　
部　
紗
理
奈
（
犬　
伏
）

VU
  THI  XIEM

（
羅　
漢
）

城　
田　
恵　
里
（
黒　
谷
）

藤　
井　
結
衣
花
（
犬　
伏
）

安　
藝　
早
奈
恵
（
犬　
伏
）

島　
津　
江　
美
（
那　
東
）

藤　
岡　
千　
陽
（
犬　
伏
）

喜　
枝　
美　
月
（
那　
東
）

黒　
田　
こ
は
る
（
羅　
漢
）

宮　
本　
麗　
実
（
羅　
漢
）

中　
谷　
理　
穂
（
黒　
谷
）

大　
西　
優　
衣
（
羅　
漢
）

植　
田　
亜　
紀
（
犬　
伏
）

NGUYEN THI HOA MAI

（
羅　
漢
）

増　
原　
穂　
佳
（
那　
東
）

井　
川　
菜　
穂
（
犬　
伏
）

武　
市　
優　
佳
（
黒　
谷
）

中　
井　
木
の
実
（
犬　
伏
）

DUONG LE HUYEN

（
西
中
富
）

KHONG THI THUY LINH

（
中
久
保
）

BUI THI THANH NGA

（
下　
庄
）

西　
村　
早　
織
（
西
中
富
）

田　
中　
優　
花
（
西
中
富
）

長　
尾　
実
乃
里
（
中
久
保
）

竹　
盛　
稜　
生
（
中
久
保
）

関　
原　
梨　
奈
（
西
中
富
）

齋　
藤　
玲　
美
（
西
中
富
）

DUONG THI THU
（
中
久
保
）

鈴　
木　
裕　
佳
（
下　
庄
）

NGUYEN THI NHAT

（
西
中
富
）

大　
谷　
優　
衣
（
西
中
富
）

武　
市　
紗
梨
菜
（
西
中
富
）

KIM
 THI NGO

C

（
下　
庄
）

德　
田　
舞　
花
（
西
中
富
）

井　
元　
彩　
音
（
西
中
富
）

CAN THI QUYNH HUONG

（
西
中
富
）

山　
本　
和
佳
奈
（
古　
城
）

西　
尾　
優　
生
（
西
中
富
）

佐　
竹　
梨　
花
（
西
中
富
）

川　
原　
彩　
花
（
西
中
富
）

森　
金　
奈　
弓
（
西
中
富
）

岡　
島　
由　
奈
（
古　
城
）

山　
口　
愛　
歩
（
中
久
保
）

近　
藤　
亜　
美
（
鳴
門
市
）

佐　
藤　
美　
優
（
藍
住
町
）

板野高校相撲部の人たちにみんなで
挑戦

人権カルタ大会ではみんな夢中で札を
探しています

板野東小学校金管バンドクラブによる
オープニングセレモニー

第11回 ふれあい隣保館まつり

『ゆとりもち
　　  しわしわいかんで

阿波の道』

平成29年12月10日～　
　　　平成30年1月10日年末年始の

交通安全県民運動
１ 飲酒運転の撲滅

２ 夜間の交通事故防止

３ スマホ利用時の交通事故防止
４ 全席におけるシートベルト着用と
　　 チャイルドシートの正しい使用の徹底
５ 高速道路利用時の交通事故防止

◆◆ 運動の重点 ◆◆
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

板 野 町 臨 時 職 員 採 用 試 験 の ご 案 内
● 申込の受付は、12月４日（月）から12月20日（水）まで ●

職
種
・
職
務
内
容

●
一
般
事
務

　
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

●
保
育
士

　
保
育
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
諭

　
幼
稚
園
教
諭
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

勤
務
時
間

　
一
週
間
三
十
八
時
間
四
十
五
分

　
変
形(

交
代
制)

勤
務
有

採
用
予
定
人
数

　
各
職
種
と
も
若
干
名

採
用
予
定
期
間

　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら

　
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

(

平
成
三
十一年
度
の
再
任
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

受
験
資
格

●
一
般
事
務

　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
者
。

●
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

　
保
育
士
の
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

有
す
る
者
、
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
当
該
資
格
及
び
免
許
を
取
得
す
る

見
込
み
の
者
。

試
験
の
日
程
等

●
日
　
時

　
平
成
三
十
年
一
月
二
十
一
日（
日
）

　
午
前
九
時
か
ら

●
場
　
所

　
板
野
町
役
場

試
験
内
容

　
面
接
試
験

受
付
期
間
・
申
込
方
法

　
市
販
の
履
歴
書
一
通（
上
部
欄
外
に
希
望

職
種
を
記
載
し
、
申
込
日
前
六
ヶ
月
以
内
に

写
し
た
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
）を
平
成
二

十
九
年
十
二
月
四
日(

月)

か
ら
平
成
二
十
九

年
十
二
月
二
十
日(

水)

ま
で
の
執
務
日
の
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

に
、
板
野
町
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
郵
便
に
よ
る
申
込
の
場
合
は
、
Ａ
４
版
封

筒
の
表
に「
臨
時
職
員
採
用
試
験
申
込
」と
朱

書
き
し
、「
書
留
郵
便
」に
よ
り
送
付
し
て
く

だ
さ
い(

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
消

印
有
効)

。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
返
信
用

の
百
二
十
円
切
手
と
連
絡
先
の
電
話
番
号
を

忘
れ
ず
に
同
封
・
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
い
採
用
試
験
案
内
は
、
役
場
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
☎
六
七
二
ー
五
九
八
〇

　10月21日（土）に板野町養護老人ホームで「しあわせの里まつり」が開催されました。
　開会行事を行った後、永年入所者への記念品の贈呈、板野町文化協会からコーラスや詩吟、舞踊などが上演さ
れました。そして他の団体や個人も加り、ショーが繰り広げられました。
　中庭駐車場では、ボランティアの方々による模擬店や手芸品などの販売コーナーが設けられ、中でも１パック
100円のたこ焼きは売り場に列ができるほどの人気でした。最後には、産業課から景品の提供があったお楽しみ
抽選会もありました。
　当日は台風接近のためあいにくの天候でしたが、終日多くの人で賑わっていました。

しあわせの里まつり
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

板
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

★
申
込
の
受
付
は
、
十
二
月
四
日（
月
）か
ら
十
二
月
二
十
日（
水
）ま
で

職
種
・
職
務
内
容

　
＊
児
童
厚
生
員

　
　
　
児
童
館
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

勤
務
時
間

　
一
週
間（
三
十
八
時
間
四
十
五
分
）

　

�（
町
内
幼
稚
園
・
学
校
等
の
長
期
休
業
期
間
中

等
）変
形
勤
務
有
り（
交
代
制
）

採
用
予
定
人
数

　
若
干
名

採
用
予
定
期
間

　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら

　
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

受
験
資
格

　
保
育
士
の
資
格
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
教
諭
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
、
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
当
該
資
格
及

び
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者
。

試
験
の
日
程
等

　
日
　
　
時

　
　
平
成
三
十
年
一
月
二
十
一
日（
日
）

　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
場
　
　
所

　
　
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　
試
験
内
容

　
　
面
接
試
験

　
受
付
期
間
・
申
込
方
法

　
市
販
の
履
歴
書
一
通（
申
込
日
前
六
月
以
内
に

写
し
た
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
）を
、
平
成
二
十

九
年
十
二
月
四
日（
月
）か
ら
平
成
二
十
九
年
十
二

月
二
十
日（
水
）ま
で
の
執
務
日
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
、
板
野
町
社
会
福

祉
協
議
会（
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
申
込
の
場
合
は
、
封
筒
の

表
に「
臨
時
職
員
採
用
試
験
申
込
」と
朱
書
き
し
、

「
書
留
郵
便
」に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成

二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
消
印
有
効
）。

　
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
返
信
用
の
百
二
十
円
切

手
と
受
験
者
の
連
絡
先（
住
所
、
電
話
番
号
）を
忘

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
い
採
用
試
験
案
内
に
つ
い
て
は
、
板
野
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
六
七
二
ー
〇
〇
五
一

　第30回板野町社会福祉大会が、11月２日、文化の館で開催され、
約500人の大勢の方々に出席いただきました。
　社会福祉事業の推進に、ご尽力頂いた15名の個人と３団体に、表
彰状並びに記念品が贈られ、社会福祉事業協力者１名に感謝状の贈呈
が行われました。
　その後、アトラクショ
ンでは、町老連女性部さ
ゆりーズによる寸劇を記
念公演では、津軽三味線
奏者「来

ら
世
せ

楽
ら

」氏による師
範の腕前による演奏が、
出席された皆さんを魅了
されていました。

第30回
板野町社会福祉大会
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

　板野町財政事情書の作成及び公表に関する条例（平成22年条例第２号）に基づき財政事情を次のとおり公表する。
平成29年11月1日
　　　　 板野町長　玉　井　孝　治平成29年度 板 野 町 財 政 事 情

平成29年度 上半期の予算執行状況
　平成29年度上半期（平成29年4 月1 日から平成29年9月30日まで）の一般会計・特別会計等の執行状況は、
下表のとおりです。

◆第１表　一般会計予算の執行状況（歳入）

款 繰越額 当初予算額 補正額 現計予算額
　　　　（A）

上半期収入済額
          （B）

収入率
（B）／（A）

千円 千円 千円 千円 千円 %

  1．町税 0 1,523,300 0 1,523,300 934,614 61.4
  2．地方譲与税 0 82,148 0 82,148 23,735 28.9
  3．利子割交付金 0 1,921 0 1,921 1,475 76.8
  4．配当割交付金 0 13,788 0 13,788 3,180 23.1
  5．株式等譲渡所得割交付金 0 7,826 0 7,826 0 0.0
  6．地方消費税交付金 0 224,888 0 224,888 127,355 56.6
  7．自動車取得税交付金 0 15,421 0 15,421 5,501 35.7
  8．地方特例交付金 0 2,000 0 2,000 3,900 195.0
  9．地方交付税 0 1,300,000 31,088 1,331,088 1,126,863 84.7
10．交通安全対策特別交付金 0 2,000 0 2,000 893 44.7
11．分担金及び負担金 0 79,437 0 79,437 36,419 45.8
12．使用料及び手数料 0 166,810 0 166,810 76,222 45.7
13．国庫支出金 72,226 549,575 68,147 689,948 200,545 29.1
14．県支出金 0 373,234 9,693 382,927 16,249 4.2
15．財産収入 0 8,020 0 8,020 5,092 63.5
16．寄附金 0 2,003 3,865 5,868 7,978 136.0
17．繰入金 38,855 499,559 5,535 543,949 0 0.0
18．繰越金 35,134 100,000 201,012 336,146 336,146 100.0
19．諸収入 0 73,070 99 73,169 22,931 31.3
20．町債 26,800 369,000 71,763 467,563 0 0.0

合　　　　計 173,015 5,394,000 391,202 5,958,217 2,929,098 49.2
　 ※上記現計予算額には、前年度からの繰越額を含む。
　 ※端数は四捨五入しているため、各欄の合計が一致しないことがあります。（以下、同様）

◆第２表　一般会計予算の執行状況（歳出）

款 繰越額 当初予算額 補正額 現計予算額
　　　　（A）

上半期支出済額
          （B）

支出率
（B）／（A）

千円 千円 千円 千円 千円 %

  1．議会費 0 81,531 △ 836 80,695 41,615 51.6
  2．総務費 45,630 666,532 136,225 848,387 309,146 36.4
  3．民生費 79,722 1,501,711 45,223 1,626,656 751,937 46.2
  4．衛生費 0 549,358 △ 719 548,639 271,789 49.5
  5．農林水産業費 0 82,836 △ 2,845 79,991 38,076 47.6
  6．商工費 0 102,376 100 102,476 52,132 50.9
  7．土木費 32,200 542,411 355 574,966 61,452 10.7
  8．消防費 0 215,687 4,800 220,487 129,507 58.7
  9．教育費 15,463 553,366 28,490 597,319 271,307 45.4
10．災害復旧費 0 4 0 4 0 0.0
11．公債費 0 421,201 0 421,201 150,352 35.7
12．諸支出金 0 670,999 173,585 844,584 253,853 30.1
13．予備費 0 5,988 6,824 12,812 0 0.0

合　　　　計 173,015 5,394,000 391,202 5,958,217 2,331,166 39.1
　 ※上記現計予算額には、予備費充用額及び前年度からの繰越額を含む。
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◆第３表　特別会計予算の執行状況	 （単位：千円）

会　　　計　　　名 現計予算額 収入済額 支出済額 執行状況（％）
住宅新築資金等貸付事業特別会計 6,669 5,819 8 0.1
奨学金貸与事業特別会計 9,012 3,387 2,856 31.7
国民健康保険特別会計 1,704,874 549,821 738,630 43.3
介護保険（保険事業）特別会計 1,394,240 530,212 495,745 35.6
介護保険（サービス事業）特別会計 18,102 14,960 1,920 10.6
後期高齢者医療特別会計 155,250 48,353 31,615 20.4
公共下水道事業特別会計 381,000 38,058 109,280 28.7

町債及び一時借入金の残高
　平成29年度上半期の町債及び一時借入金の増減、平成29年９月末現在高の状況は下表のとおりです。

◆第４表　町債の状況（一般会計）	 （単位：千円）

区　　　　分 28年度末現在高 上半期借入額 上半期償還額 29年９月末現在高
1. 普　通　債 1,125,584 0 69,020 1,056,564

 民生債 46,742 0 1,431 45,311
 公営住宅債 88,719 0 10,374 78,345
 衛生債 0 0 0 0
 農林水産業債 198,936 0 12,664 186,272
 土木債 476,265 0 30,791 445,474
 消防債 24,100 0 0 24,100
 教育債 267,222 0 13,760 253,462
 総務債 23,600 0 0 23,600

2. 災害復旧債 7,361 0 583 6,778
 農林水産災害 0 0 0 0
 土木災害 7,361 0 583 6,778

3. その他債 3,010,662 0 121,536 2,889,126
 減税補てん債 59,376 0 6,152 53,224
 臨時税収補てん債 4,572 0 2,275 2,297
 臨時財政対策債 2,667,734 0 90,187 2,577,547
 緊急防災・減災事業債 278,980 0 22,922 256,058

合　　　　計 4,143,607 0 191,139 3,952,468

◆第５表　町債の状況（特別会計）	 （単位：千円）

会　　　計　　　名 28年度末現在高 上半期借入額 上半期償還額 29年９月末現在高
公共下水道事業特別会計 2,053,584 0 47,491 2,006,093

合　　　　計 2,053,584 0 47,491 2,006,093

◆第６表　一時借入金の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

会　　　計　　　名 借入限度額 29年９月末現在高
一般会計 1,000,000 －
国民健康保険特別会計 300,000 －
介護保険 ( 保険事業 ) 特別会計 50,000 －
介護保険 ( サービス事業 ) 特別会計 3,000 －
公共下水道事業特別会計 200,000 －

　 ※平成29年９月末現在、各会計とも一時借入金はありません。
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町税の徴収状況・町税予算による住民負担の状況
◆第７表　町税の徴収状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円、%）

税　　　　目 現計予算額 上半期収入済額 収　入　率
町民税 665,102 283,729 42.7
固定資産税 699,306 560,966 80.2
軽自動車税 49,224 45,273 92.0
町たばこ税 109,668 44,646 40.7

合　　　　計 1,523,300 934,614 61.4

町有財産の状況（平成28年度決算）
【土地及び建物】	 （単位：㎡）

区　　　分 土地（地積）
建　　　　物（延 面 積）

木　　造 非 木 造 合　　計
本庁舎 4,637 0 1,923 1,923 
その他行政機関 613 0 608 608 
公共用財産 441,005 0 79,994 79,994 
普通財産（山林含む） 264,706 0 87 87 

合　　　　計 710,961 0 82,612 82,612 
　 ※ その他行政機関：消防施設
　  　公 共 用 財 産：学校、公営住宅、公園、観光施設等

【有 価 証 券】	 （単位：千円）
区　　　分 平成28年度末 平成27年度末 増　　減

四国放送㈱　株券 31 31 0
エーアイテレビ㈱　株券 10,000 10,000 0
徳島ヴォルティス㈱　株券 2,000 2,000 0
㈱徳島健康科学総合センター　株券 300 300 0

合　　　　計 12,331 12,331 0

【出資による権利】	 （単位：千円）
区　　　分 平成28年度末 平成27年度末 増　　減

徳島県農業信用基金協会　出資金 2,200 2,200 0
徳島県畜産協会　出資金 350 350 0
地方公共団体金融機構　出資金 900 900 0

合　　　　計 3,450 3,450 0

◆第８表　町税の予算からみた住民負担の状況

年度
予　算　額

（千円）

伸び率
（％）

町 民 負 担 額 人口及び世帯数
１人当たり（円） １世帯当たり（円） 人　　口（人） 世 帯 数（世帯）

22 1,534,036 3.8 107,735 285,987 14,239 5,364
23 1,448,286 △ 5.6 102,555 269,248 14,122 5,379
24 1,433,040 △ 1.1 102,119 261,122 14,033 5,488
25 1,487,350 3.8 106,513 269,887 13,964 5,511
26 1,518,964 2.1 110,647 275,125 13,728 5,521
27 1,493,729 △ 1.7 109,335 268,947 13,662 5,554
28 1,546,722 3.5 113,872 277,987 13,583 5,564
29 1,523,300 △ 1.5 111,851 272,504 13,619 5,590

　 ※人口及び世帯数は、各年度の３月末現在（平成29年度のみ９月末現在）における住民基本台帳登録者数等による。
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【債　　　権】	 （単位：千円）
区　　　分 平成28年度末 平成27年度末 増　　減

板野町土地開発公社貸付金 224,000 224,000 0
住宅新築資金等貸付金 214,405 224,139 ▲ 9,734
奨学資金等（奨学金・入学金）貸付金 6,720 3,632 3,088

合　　　　計 445,125 451,771 ▲ 6,646

⑵　国民健康保険特別会計分	 （単位：千円）
基　　金　　名 平成28年度末 平成27年度末 増　　減

財政調整基金 0 0 0
出産費資金貸付基金 3,000 3,000 0

合　　　　計 3,000 3,000 0

⑶　介護保険（保険事業）特別会計分	 （単位：千円）
基　　金　　名 平成28年度末 平成27年度末 増　　減

介護保険給付費準備基金 91,014 75,733 15,281
合　　　　計 91,014 75,733 15,281

⑷　公共下水道事業特別会計分	 （単位：千円）
基　　金　　名 平成28年度末 平成27年度末 増　　減

公共下水道減債基金 17,216 14,834 2,382
合　　　　計 17,216 14,834 2,382

平成28年度　特別会計等の収支状況
区　　　　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額 一般会計からの繰入

特別会計

国民健康保険 15億3,801万円 15億3,801万円 0万円 1億6,330万円
住宅新築資金等貸付事業 1,310万円 1,249万円 61万円 0万円
奨学金貸与事業 459万円 459万円 0万円 386万円
後期高齢者医療 1億5,145万円 1億5,136万円 9万円 5,112万円
介護保険（保険事業） 13億 501万円 12億9,393万円 1,108万円 2億1,286万円
介護保険（サービス事業） 1,902万円 675万円 1,227万円 0万円

企業会計
公共下水道事業 3億7,025万円 3億7,025万円 0万円 1億3,672万円
 水道事業
 (収益的収入及び支出) 2億5,538万円 2億2,120万円 3,418万円 0万円

合　　　　　計 36億5,681万円 35億9,858万円 5,823万円 5億6,786万円

【基　　　金】
⑴　一般会計分	 （単位：千円）

基　　金　　名 平成28年度末 平成27年度末 増　　減
財政調整基金 649,232 651,263 ▲ 2,031
減債基金 590,200 763,600 ▲ 173,400
公共施設等整備基金 383,750 386,350 ▲ 2,600
吉野川北岸農業用水推進事業基金 25,211 25,201 10
高齢者保健福祉基金 186,712 184,362 2,350
役場庁舎改築等基金 1,021,000 991,000 30,000
産業振興資本管理基金 239,034 244,004 ▲ 4,970
あせび温泉やすらぎの郷改築等基金 84,070 80,540 3,530
地方創生基金 395,455 358,300 37,155
ふるさと応援基金 7,762 6,310 1,452

合　　　　計 3,582,426 3,690,930 ▲ 108,504

〈一般会計からの繰入が約５億７千万円〉
医療給付費など一定のルールに基づき負担する経費のほか、収支の均衡を図るために保険料や使用料を充当してもなお 
不足する経費などを一般会計から繰り入れています。
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　平成28年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算が、町議会の９月定例会で認定されました。
　特別会計等において、町民の皆さんが納めた税金などがどのように使われたのかについての概要をお知らせします。
※１万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

●お問い合わせ●役場総務課 ☎672－5980

年間平均被保険者数3,517人　1人当たり年間医療費（町国保負担分）326,768円となっています。
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歳出合計
15億3,801万円

保健事業その他
1,611万円（1.1％）
保健事業その他
1,611万円（1.1％）

保険給付費
11億5,627万円
（75.2％）

保険給付費
11億5,627万円
（75.2％）

後期高齢者支援金
1億9,480万円
（12.7％）

後期高齢者支援金
1億9,480万円
（12.7％）

共同事業拠出金
3,273万円（2.1％）
共同事業拠出金
3,273万円（2.1％）

介護納付金
8,063万円
（5.2％）

介護納付金
8,063万円
（5.2％）

総務費
3,596万円
（2.3％）

総務費
3,596万円
（2.3％）

歳入合計
15億3,801万円

歳入欠陥補填収入
3,718万円（2.4％）
歳入欠陥補填収入
3,718万円（2.4％）

国保税
3億2,601万円
（21.2％）

国保税
3億2,601万円
（21.2％）

前期高齢者交付金
3億4,674万円
（22.5％）

前期高齢者交付金
3億4,674万円
（22.5％）

繰入金
1億6,330万円
（10.6％）

繰入金
1億6,330万円
（10.6％）

県支出金
9,817万円
（6.4％）

県支出金
9,817万円
（6.4％）

高額共同事業その他
3,089万円（2.0％）
高額共同事業その他
3,089万円（2.0％）療給交付金

4,863万円
（3.2％）

療給交付金
4,863万円
（3.2％）

国庫支出金
4億8,709万円
（31.7％）

国庫支出金
4億8,709万円
（31.7％）

前年度繰上充用金
2,151万円（1.4％）
前年度繰上充用金
2,151万円（1.4％）

平成28年度決算
一般会計・特別会計・水道事業会計

【歳入総額】 93億7,181万円　【歳出総額】 89億7,318万円

大切な税金の使い道
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住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
●平成28年度板野町住宅新築資金等貸付事業概要
　地域改善対策事業の一環として、住宅新築資金などの貸し付けを行うための会計です。
　現在、貸付事業は終了しており、主に貸付金の集金業務などを行っています。

歳出合計歳出合計
1,249万円1,249万円

事務費
35万円
（2.8％）

事務費
35万円
（2.8％）

一般会計繰出金
1,214万円
（97.2％）

一般会計繰出金
1,214万円
（97.2％）

歳入合計歳入合計
1,310万円1,310万円

前年度繰越金
76万円（5.8％）
前年度繰越金
76万円（5.8％）

貸付金元利収入
1,208万円
（92.2％）

貸付金元利収入
1,208万円
（92.2％）

県支出金・諸収入
26万円（2.0％）
県支出金・諸収入
26万円（2.0％）

奨　 学　 金　 貸　 与　 事　 業
●平成28年度板野町奨学金貸与事業概要
　経済的理由により修学が困難な者に対して奨学金を貸与し、経済的負担の軽減を図るとともに教育を受ける機会を等
しく与えるための会計です。
　平成28年度末の返還件数は、15件（高校生９名、大学生(県内外)６名）、
　　　　　　　　 貸与件数は、15件（高校生７名、大学生(県内外)８名）でした。

歳出合計歳出合計
459万円459万円

一般会計繰出金
73万円
（15.9％）

一般会計繰出金
73万円
（15.9％）

貸付事業費
386万円
（84.1％）

貸付事業費
386万円
（84.1％）

歳入合計歳入合計
459万円459万円

貸付金元利収入
73万円
（15.9％）

貸付金元利収入
73万円
（15.9％）

一般会計繰入金
386万円
（84.1％）

一般会計繰入金
386万円
（84.1％）

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
●平成28年度板野町後期高齢者医療事業概要
　高齢者の健康保持と増進のため、被保険者の資格管理や医療給付金等の窓口業務を行い、医療費の適正化に努め、健
全な医療給付を推進しました。
　平成28年度末現在の被保険者数は2,053人です。

諸支出金　13万円（0.1％）諸支出金　13万円（0.1％）

後期高齢者医療広域連合納付金
1億5,030万円
（99.3％）

後期高齢者医療広域連合納付金
1億5,030万円
（99.3％）

徴収費
6万円（0.0％）
徴収費
6万円（0.0％）

総務管理費
87万円（0.6％）
総務管理費
87万円（0.6％）

諸収入・その他
17万円（0.1％）
諸収入・その他
17万円（0.1％）

一般会計繰入金
5,112万円
（33.8％）

一般会計繰入金
5,112万円
（33.8％）

歳出合計歳出合計
1億5,136万円1億5,136万円

歳入合計歳入合計
1億5,145万円

前年度繰越金
15万円（0.1％）
前年度繰越金
15万円（0.1％）

後期高齢者医療保険料
1億1万円
（66.0％）

後期高齢者医療保険料
1億1万円
（66.0％）
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■要介護（要支援）認定者数（平成28年度末現在）

要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計

第1号被保険者 178 153 154 107 82 77 55 806

（65歳以上75歳未満） 17 27 10 18 5 6 7 90

（75歳以上） 161 126 144 89 77 71 48 716

第2号被保険者
（40歳以上65歳未満） 2 2 2 6 2 0 1 15

総　　　　数 180 155 156 113 84 77 56 821

介 護 保 険 事 業

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
介

護
を
予
防
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
し

て
い
る
地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
千

百
九
万
円
（
前
年
比
八
・
八
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　
収
支
差
引
に
よ
る
繰
越
金
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
負
担
金
や
支
払
基
金
交
付
金
へ
の

返
還
金
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
利
用

で
き
る
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
あ

り
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
で
利
用
者
と

し
て
の
権
利
を
得
て
、
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を

選
ん
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
」、「
も
し
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
」こ
と
を
目
的
と
し
た
、

介
護
予
防
事
業
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
自
立
し
た
生
活
に
向
け
、
事
業
所
を
適

切
に
選
び
、
自
分
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
制
度
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
被
保
険
者
お
一

人
お
一
人
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
本
町
の
介
護
保
険
被
保
険
者
数
は
、
二

十
八
年
度
末
現
在
で
四
千
百
三
十
四
人
で

総
人
口
の
三
十・七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
は
八

百
二
十
一
人
（
前
年
比
二
・
六
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
軽
度
認

定
者
と
さ
れ
る
要
支
援
一
か
ら
要
介
護
二

ま
で
の
認
定
者
が
全
体
の
七
十
三・六
％
、

重
度
認
定
者
と
さ
れ
る
要
介
護
三
か
ら
要

介
護
五
ま
で
の
認
定
者
が
全
体
の
二
十

六
・
四
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
・
歳
出
の
総
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
、
前
年
度
よ
り
歳
入
で
三
・
五
％
、

歳
出
で
七
・
六
％
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
、
全
体

で
十
一
億
六
千
三
百
十
二
万
円
で
、
主
な

内
訳
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
七
億
千
八
百

二
万
円
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
三
億
七
千
四

百
四
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
自
宅
に
訪
問
し
て
も
ら
っ
て
受
け
る
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
が
十
五
・
六
％
増
、
施
設

に
通
っ
て
受
け
る
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
が

三
・
一
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
施

設
給
付
費
に
お
い
て
は
一
・
八
％
の
増
と

平
成
二
十
八
年
度

介
護
保
険
決
算
の
概
要

歳出合計歳出合計
12億9,393万円12億9,393万円

基金積立金・その他
6,206万円 （4.8％）
基金積立金・その他
6,206万円 （4.8％）

保険給付費
11億6,312万円

（89.9％）

保険給付費
11億6,312万円

（89.9％）

地域支援事業費　1,109万円 （0.9％）地域支援事業費　1,109万円 （0.9％）

総務費
5,766万円

（4.4％）

総務費
5,766万円

（4.4％）

歳入合計歳入合計
13億501万円13億501万円

支払基金交付金
3億3,586万円

（25.7％）

支払基金交付金
3億3,586万円

（25.7％）

前年度繰越金・その他
5,835万円 （4.5％）
前年度繰越金・その他
5,835万円 （4.5％）

繰入金
2億1,286万円

（16.3％）

繰入金
2億1,286万円

（16.3％）

保険料
2億4,281万円

（18.6％）

保険料
2億4,281万円

（18.6％）

国庫支出金
2億8,915万円

（22.2％）

国庫支出金
2億8,915万円

（22.2％）

県支出金
1億6,598万円

（12.7％）

県支出金
1億6,598万円

（12.7％）
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●平成28年度板野町上水道事業概要
　板野町水道事業の経営については、収益的収
支では、収益の確保と費用の削減に努めた結果、
34,174,935円の当年度純利益となりました。
　事業関係では、川端地区で老朽管の布設替工
事を、大寺地区で配水管の布設替工事を実施し
ました。

事　　項 単位 平成28年度 平成27年度 比較増減
給  水  戸  数 戸 5,232 5,205 27 

給  水  人  口 人 13,347 13,425 △ 78 

年 間 配 水 量 ㎥ 2,458,504 2,417,930 40,574 
有     収     率 ％ 77.0 78.0 △ 1.0 

公 共 下 水 道 事 業
●平成28年度板野町公共下水道事業概要
　大寺字岡山路・犬伏の各一部地区で下水道工事を実施しました。
　また、工事が完了した吹田の一部地区において、下水道が使用できるよう供用開始しました。

上 水 道 事 業

歳出合計歳出合計
3億7,025万円3億7,025万円

その他  388万円 （1.0％）その他  388万円 （1.0％）

建設費
1億9,449万円

（52.5％）

建設費
1億9,449万円

（52.5％）
公債費
1億1,854万円

（32.0％）

公債費
1億1,854万円

（32.0％）

総務費
5,334万円

（14.4％）

総務費
5,334万円

（14.4％）

歳入合計歳入合計
3億7,025万円3億7,025万円

その他（財産収入、諸収入、繰越金）
　　　　179万円 （0.5％）
その他（財産収入、諸収入、繰越金）
　　　　179万円 （0.5％）

繰入金
1億3,822万円

（37.3％）

繰入金
1億3,822万円

（37.3％）

町債1億1,270万円
（30.4％）
町債1億1,270万円

（30.4％）

国・県支出金
8,660万円

（23.4％）

国・県支出金
8,660万円

（23.4％）

使用料等
3,094万円

（8.4％）

使用料等
3,094万円

（8.4％）

収益的支出合計収益的支出合計
2億2,120万円2億2,120万円

業務費　732万円 （3.3％）業務費　732万円 （3.3％）

原水浄水費
5,560万円

（25.1％）

原水浄水費
5,560万円

（25.1％）

総係費
3,205万円

（14.5％）

総係費
3,205万円

（14.5％）

配水給水費
2,686万円

（12.1％）

配水給水費
2,686万円

（12.1％）

減価償却費
7,863万円

（35.5％）

減価償却費
7,863万円

（35.5％）

企業債利息
1,890万円 （8.5％）
企業債利息
1,890万円 （8.5％）

特別損失　184万円 （0.8％）特別損失　184万円 （0.8％）

収益的収入合計収益的収入合計
2億5,538万円2億5,538万円

給水収益
2億2,567万円

（88.4％）

給水収益
2億2,567万円

（88.4％）

営業外収益
2,660万円

（10.4％）

営業外収益
2,660万円

（10.4％）

特別利益　17万円 （0.1％）特別利益　17万円 （0.1％）その他営業収益
294万円 （1.2％）
その他営業収益
294万円 （1.2％）

資本的支出合計資本的支出合計
1億928万円1億928万円

企業債償還
5,040万円

（46.1％）

企業債償還
5,040万円

（46.1％）

建設改良費
5,888万円

（53.9％）

建設改良費
5,888万円

（53.9％）

資本的収入合計資本的収入合計
1億928万円1億928万円

損益勘定留保資金等
7,417万円

（67.9％）

損益勘定留保資金等
7,417万円

（67.9％）

企業債
2,000万円

（18.3％）

企業債
2,000万円

（18.3％）
負担金
643万円

（5.9％）

負担金
643万円

（5.9％）

加入金
868万円

（7.9％）

加入金
868万円

（7.9％）
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●消費者トラブルの無料法律相談会 ～一人で悩まず相談を～
　板野町消費生活相談所では、下記の通り、弁護士による消費者トラブルの無料法律相談
会を実施します。消費者を取り巻く環境は大きく変化し、詐欺･消費者被害は年々巧妙化
しています。弁護士に相談したくても、どうすれば良いのかわからない方、解決方法がわ
からずお困りの方等、一人で悩まずご相談ください。申し込み方法は、各開催日の10日前
までに消費生活相談所へご連絡ください。申し込み多数の場合は受付順となり、後日ご連
絡いたします。
◆開催日：第₁回平成30年₁月23日（火）　第₂回平成30年₂月20日（火）
◆時　間：午後₁時30分～午後₄時
◆場　所：板野町町民センター₂階  小会議室（板野町大寺字亀山西169－5）
◆内容：消費者トラブル等　◆相談員：弁護士（消費生活相談員も同席）
≪消費者トラブル最新情報≫
●総合消費料金未納訴訟最終通告？…送りつけハガキにご注意!!
　実際に徳島県内で被害が出ている詐欺の手口です。「法務省管轄支局」「国民訴訟通達センター」などいかにも公的機
関を名乗っていますが、ハガキに書かれている電話番号には絶対に連絡しないようにしましょう。このハガキが届
いた場合は、消費生活相談所へご連絡ください。

〈相談受付時間〉月曜日～金曜日　午前₉時～午後₃時 ※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
10月の相談件数は27件でした。

 板野町消費生活相談所　☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３　
フリーダイヤル

０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７

　
今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

固
定
資
産
税
　
　
　
第
四
期

介
護
保
険
料
　
　
　
第
五
期

国
民
健
康
保
険
税
　
第
五
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
第
五
期

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
三

今
月
納
期
の

税
金
・
保
険
料

の
お
知
ら
せ

※税金・保険料は納期限を経過し督促状発付の日から督促手数料がかかります。
　また、納期限までに完納しない場合は、納期限の翌日から納付の日までの日数に応
　じ延滞金がかかります。
※�平成29年₄月よりコンビニエンスストアで町税・使用料の支払いができるようになりました。
※口座振替の申込書をホームページからダウンロードできるようになりました。詳しくは税務
　課にアクセスしてください。

徳島県と県内全市町村
からのおしらせ

　平成31年度から原則県内すべての事業主の皆さ
まに従業員の個人住民税を特別徴収していただき
ます。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

《個人住民税の特別徴収とは》
　事業主（給与支払者）が従業員（納税義務者）に代
わり毎月従業員に支払う給与から個人住民税を徴
収（給与天引き）し、納入していただく制度です。
　原則、すべての事業所、従業員の方が対象とな
りますが、場合によっては当面の間、普通徴収（従
業員が市町村から送付される納付書で納付する方
法）を認める場合もあります。詳しくは板野町ホ
ームページの税務課の項目に掲載しております

「個人町県民税（住民税）特別徴収実施の推進につ
いて」をご覧ください。
●お問い合わせ●　役場税務課 ☎672-5983

納期限を守り､ 納め忘れの
ないようにしましょう。

納期限　12月25日（月）

　住宅、倉庫、車庫、店舗、工場などの家屋にか
かる固定資産税は、毎年₁月₁日現在の所有状況
により課税されます。
　取り壊した家屋については、翌年度の課税から
外すため、年内に取り壊しをしたことを確認して、
課税台帳から抹消する必要があります。
　毎年、取り壊した家屋を調査するために職員が
巡回しておりますが、車庫や物置などの小規模な
もの、また、道路から見えにくい場所や入り組ん
だ所にある家屋は、把握が難しい場合があります。
　平成29年中に家屋の取り壊
しをされた方、また、年末ま
でに取り壊しを完了する予定
のある方は、役場税務課まで
ご連絡ください。
●お問い合わせ●　役場税務課 ☎672-5983

家屋を取り壊した場合は、
ご連絡ください！
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

　浄化槽を設置されている方は、１年に１回、浄化槽の水質に関する検査（法定検査）を受けなければならないと浄
化槽法に規定されており、業者が行う保守点検・清掃とは別に受けなければいけません。
　次の期間、徳島県知事指定検査機関である、（公社）徳島県環境技術センターから対象施
設には申込書を送付し、連絡・訪問しますので、ご協力をお願いします。

【期　　間】　平成29年12月13日（水）～12月19日（火）まで
【対象地区】　板野町　全域
お問い合わせ
　(公社)徳島県環境技術センター　☎636−1234
　（お客様相談室）　☎636−1177

自衛官（学生）受付案内
募集種目 資格 受付期間 試験日 その他

自衛官
候補生

男子
女子 18歳以上27歳未満 年間を通じて行っ

ております。 受付時にお知らせします。
１　試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　試験種目：筆記試験、作文、口述試験、適性検査及び
　　　　　　　身体検査
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡ください。

高等工科
学校生徒 一般 男子で中卒（見込含）17歳未満の者

平成29年11月１日
～

平成30年１月９日

一次：
平成30年１月20日
二次：
平成30年２月１日～４日

１　試験会場（1次試験）：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　試験科目：（１次）筆記試験、作文　（２次）口述試験（個別面接）、
　　　　　　　身体検査
詳しい内容については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

貸費学生（技術）

大学の理学部、工学部の₃・₄年次又
は大学院（専門職大学院を除く）修士
課程在学（正規の修業年限を終わる年
の₄月₁日現在で26歳未満（大学院修
士課程在学者は28歳未満））

平成29年11月１日
～

平成30年１月９日
平成30年１月27日

１　試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　試験科目：筆記試験、小論文、口述試験及び身体検査

詳しい内容については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

お問い合わせ：自衛隊徳島地域協力本部鳴門地域事務所（☎685-5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

入札結果をお知らせします 平成29年10月₆日入札
番号 委　託　業　務　名 委託業務箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年度 橋梁修繕調査設計業務 板野町唐園
市橋

（株）フジタ建設
コンサルタント 建設課 7,506,000円 89.56%

2 平成29年度 板野町町民センター耐震診断業務 板野町大寺 （株）川建設計 福祉保健課 3,985,200円 93.18%

3 平成29年度 板野町水道事業経営戦略策定業務 板野町全域 （株）松本コンサルタ
ント 水道課 3,348,000円 79.90%

平成29年10月₆日入札
番号 工　事　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年度 板野町公共下水道岡山路地区
マンホールポンプ設置工事 板野町大寺 （株）ニシテック 下水道課 10,441,440円 87.57%

2 平成29年度 交差点改良工事に伴う
老人ホーム変電設備等撤去新設工事 板野町大寺 （株）エコリース 建設課 12,768,840円 89.50%

３ 平成29年度 板野町立保育園調理室電気設備工事 板野町大寺 （株）四電工
徳島支店 板野保育園 11,394,000円 89.26%

４ 平成29年度 防災安全交付金事業
山田橋修繕工事 板野町大寺 宮本鉄工建設（株） 建設課 4,471,200円 86.61%

５ 平成29年度 防災安全交付金事業　舟橋修繕工事 板野町大寺 （株）金岡組 建設課 19,835,280円 87.88%

６ 平成29年度 板野町矢武老人憩の家
耐震改修工事 板野町矢武 （株）金岡組 福祉保健課 10,372,320円 88.93%

７ 平成28年度（繰越）板野町高樹老人憩の家
耐震改修工事 板野町大寺 三成建設（株） 福祉保健課 3,814,560円 89.87%

８ 平成29年度板野町公共下水道
岡山路21工区管渠築造工事 板野町大寺 （株）廣田組 下水道課 4,987,440円 87.13%

９ 平成29年度 大寺地区緊急改善事業
配水管布設替工事（１工区） 板野町大寺 （有）栄建設 水道課 8,611,920円 87.82%

10 平成29年度 大寺地区緊急改善事業
配水管布設替工事（２工区） 板野町大寺 小川土木（有） 水道課 11,142,360円 87.95%

11 平成29年度 大寺地区緊急改善事業
配水管布設替工事（３工区） 板野町大寺 （有）誉建設 水道課 12,634,920円 87.90%

12 平成29年度 板野町大寺岡山路地区
配水管布設替工事（２工区） 板野町大寺 （有）幸神建設 水道課 11,251,440円 88.59%

13 平成29年度 板野町大寺岡山路地区
配水管布設替工事（３工区） 板野町大寺 （株）伸建設 水道課 7,113,960円 87.36%

浄化槽法定検査のお知らせ
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

年末年始インフォメーション年末年始インフォメーション
休館日

文化の館……………………12月28日（木）～₁月₄日（木）まで
児童館………………………12月29日（金）～₁月₃日（水）まで
町民センター………………12月29日（金）～₁月₃日（水）まで
健康の館……………………12月28日（木）～₁月₄日（木）まで
板野町体育センター………12月28日（木）～₁月₄日（木）まで
あせび温泉やすらぎの郷…12月28日（木）～₁月₁日（月）まで
東公会堂……………………12月29日（金）～₁月₃日（水）まで
南公会堂……………………12月29日（金）～₁月₃日（水）まで
総合センター………………12月29日（金）～₁月₃日（水）まで

窓口事務

住民票、印鑑証明、戸籍謄本、所得証
明等の証明書類の窓口事務は、12月29
日（金）～₁月₃日（水）までは取り扱い
いたしません。
※証明書類のコンビニ交付サービスに

つ い て も、12月29日（金）～₁月₃日
（水）は休止いたします。

年末最終のごみ収集日（12 月） 年始最初のごみ収集日（1 月）

燃やせ
るごみ ビン類 小型複

合ごみ カン類 燃やせ
るごみ ビン類 小型複

合ごみ カン類

東地区 ２９日
（金）

６日
（水）

１３日
（水）

２０日
（水）

５日
（金）

収集
休み

１０日
（水）

１７日
（水）

西地区、板野・平田・駅前団地、
オリンポス、パノラマニュー
タウン、スーパーリッチランド

３０日
（土）

７日
（木）

１４日
（木）

２１日
（木）

６日
（土）

４日
（木）

１１日
（木）

１８日
（木）

南地区、桑内（矢武） ２８日
（木）

２日
（土）

９日
（土）

１６日
（土）

４日
（木）

６日
（土）

１３日
（土）

２０日
（土）

地　区
ごみ

資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み
回
収

し
尿
処
理
は
お
早
め
に

日　　　時／12月11日（月）、17日（日）
　　　　　　午前₉時から午後₄時まで
場　　　所／板野町環境センター
お問い合せ／役場環境生活課
　　　　　　☎672-5987

年末最終の粗大ごみ持込回収日は

12月17日（日）です。
年末の大掃除は早めに済ませましょう。

年末は、し尿処理が大変混雑し
ますので、早めの清掃にご協力
ください。
板野町許可業者は 
　●キョーエイ清掃社 
　●板西清掃 
　●㈲マルシンクリーン

です。

※詳しくは、ごみ収集カレンダーをご覧ください。

年末年始のお知らせ 営業日時

　今年一年間、あせび温泉のご利用あ
りがとうございました。
新年もあせび温泉へお越しください。
　スタッフ一同お待ちしております。
　なお、年末年始の営業については右
記のとおりです。
お問い合わせ
あせび温泉　☎672-1126

12月27日㈬   午前10時～午後9時30分まで（臨時営業）
12月28日㈭   振替休館
12月29日㈮   休　　館
12月30日㈯   休　　館
12月31日㈰   休　　館
１月１日㈪   休　　館
１月２日㈫   午前10時～午後8時まで（臨時営業）
１月３日㈬   午前10時～午後8時まで（臨時営業）
１月４日㈭   振替休館
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
12/1
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

2
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

3 4 5
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

6
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

7
楽しいテニス

8
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

9
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

10 11 12
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

13
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

14
楽しいテニス

15
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

16
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 

17 18 19
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

20
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

21
楽しいテニス

22
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

23
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 

24 25 26
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

27
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

28
休館日

29
休館日

30
休館日

31
休館日

1/1
休館日

2
休館日

3
休館日

4
休館日

5
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

6
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

　養蜂振興法により、毎年蜂の飼育状況・
₁年間（₁月₁日から12月31日）の飼育計
画の届出が、必要となります。
　養蜂業者、または自家用に蜂を飼育さ
れている方は、役場産業課までお越しく
ださい。

【飼育届の届出対象者】
・養蜂業者
・自家用（趣味） 飼育者
※一群のみでも対象

【届出対象外（飼育届不要）】
・花粉交配用
※養蜂業者以外で通年飼育しない場合

【転飼許可申請について】
　養蜂業者が転飼を行う場合は、これま
でと同様に転飼許可の申請が必要です。
お問い合わせ
役場産業課 ☎672−5994

蜂を飼育
されている方へ

『標準営業約款制度［Ｓマーク］を
ご存じですか！』
標準営業約款（Sマーク）

厚生労働大臣認可

　標準営業約款制度は、法律で定められた消費者（利用者）擁護
に資するための制度です。
　厚生労働大臣認可の約款に従って営業することを登録した、
「理容店」、 「美容店」、 「クリーニング店」、 「めん類飲食店」、 「一
般飲食店」では、店頭にＳマークを掲げています。登録店は、
安心・安全・衛生を約束する信頼できるお店です。
詳しくは、（公財）徳島県生活衛生営業指導センター
（☎６２３－７４００）までお問い合わせください。

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
三
十
年
度

第
一
学
期（
四
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

三
百
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

一
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

出
願
期
間
は
第
一
回
は
二
月

二
十
八
日
ま
で
、
第
二
回
は
三
月

二
十
日
ま
で
。
資
料
を
無
料
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
徳
島
学
習
セ
ン

タ
ー（
☎
六
〇
二

―
〇
一
五
一
）ま

で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。 放

送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
　
　

も
も
ち
ど
り　

さ
え（
へ
）

　
　

づ
る
そ
ら
は　

か
は
ら
ね
ど

　
　

わ
が
身
の
は
る
ぞ　

あ
ら
た

　
　

ま
り
ぬ
る

　
（
訳
文
）春
の
空
に
多
く
の
小
鳥

が
囀
さ
え
ず

る
の
は
、
都
の
そ
れ
と
変
ら

な
い
が
、
し
か
し（
自
然
の
春
と

は
異
な
っ
て
）、
我
が
身
に
と
っ

て
は
春
は
全
く
一
変
し
た
こ
と
で

あ
る
。

　
　

こ
ぞ
よ
り
は　

庭
の
も
み
ぢ

　
　

の
ふ
か
き
か
な　

な
み
だ
や

　
　

い
と
　ゞ

し
ぐ
れ
そ
ふ
ら
む

　
（
訳
文
）去
年
の
秋
の
紅
葉
よ
り

も
、
今
年
は
庭
の
紅
葉
の
色
が
濃

い
こ
と
で
あ
る
。
木
々
が
紅
葉
す

る
の
は
、
時
雨
が
注
ぐ
た
め
で
あ

る
が
、
今
年
は
そ
の
時
雨
に
我
が

涙
が
、
い
よ
い
よ
一
層
時
雨
と
な

っ
て
降
り
添
う
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
（『
遠
島
御
百
首
注
釈
』昭
和

五
十
八
年
隠
岐
神
社
刊
よ
り
）

　

こ
の
歌
二
首
は
、承
じ
よ
う
き
ゆ
う

久
の
変
で
、

そ
の
首
謀
者
と
し
て
鎌
倉
幕
府
よ

り
、
日
本
海
隠お

き岐
の
島
に
配は

い

流る（
島
流
し
）と
な
っ
た
後ご

鳥と

羽ば

院い
ん（
第
八
十
二
代
後
鳥

羽
天
皇
）の
、
配
流
先
で
の

望
郷
の
歌
で
あ
る
。
現
在
こ

れ
ら
の
歌
は
、
後
鳥
羽
院

の
隠
岐
で
の
生
活
を
う
た

う『
遠
島
御
百
首
』と
し
て
、

後
世
に
遺の
こ

さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
後
鳥
羽
院
は
、
承
久

三（
一
二
二
一
）年
五
月
武

家
政
権
鎌
倉
幕
府
を
、
天
皇

自
ら
が
行
う
政
治
体
制
に

と
り
も
ど
そ
う
と
、
承
久
の

乱
を
画
策
し
実
行
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
鎌
倉
幕
府
方
に
敗や
ぶ

れ
、
隠
岐
の
島
へ
の
配
流
と
な
っ

た
。
と
も
に
謀ぼ
う
は
ん叛
に
加
わ
っ
た
第

二
の
皇み

こ子
順
徳
上
皇（
第
八
十
四

代
順
徳
天
皇
）も
、
佐
渡
ヶ
島
へ

配
流
と
な
る
。
親
子
し
て
、
は
な

れ
ば
な
れ
の
島
流
し
と
な
っ
た
。

　

後
鳥
羽
院
は
、
中
世
和
歌
の
道

に
、
と
く
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
後

世
に
残
る
勅
選
和
歌
集『
新
古
今

和
歌
集
』も
、
撰
集
し
て
い
る
。

　

都
の
御
所
に
あ
っ
た
と
き
は
、

蹴け

鞠ま
り

、
琵び

わ琶
、
笛
な
ど
諸
芸
百
般

に
通
じ
、
相す
も
う撲

、
水す

い
れ
ん練

、
弓
道
な

ど
武
技
に
も
す
ぐ
れ
た
、
英え
い
ま
い邁

な

天
皇
だ
っ
た
。
そ
の
天
皇
が
日
本

海
に
浮
ぶ
絶
海
の
孤
島
隠
岐
の
島

へ
、
島
流
し
と
な
っ
た
。

　

都
で
の
栄
華
を
き
わ
め
た
生
活

か
ら
、
孤
独
な
隠
岐
の
島
で
の
き

び
し
い
生
活
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
島
で
の
後
鳥
羽
院
の
心

情
が
、『
遠
島
御
百
首
』と
な
り
遺の
こ

さ
れ
た
。

　

百
首
に
は
、
後
鳥
羽
院
の
切せ
つ
せ
つ々

と
し
た
、
都
へ
の
望
郷
の
念
が
う

た
わ
れ
て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
を　

わ
か
れ
ぢ
に

　
　

お
ふ
る
葛
の
葉
の　

か
ぜ
は

　
　

ふ
け
ど
も　

か
へ
る
世
も
な

　
　

し

　
（
訳
文
）故
郷（
都
）を
別
れ
る
道

の
ほ
と
り
に
生
え
て
い
る
葛
の
葉

は
、
風
が
吹
い
て
裏
返
る
け
れ
ど

も
、
自
分
は
そ
の
葉
の
返
る
よ
う

に
、
再
び
故
郷（
都
）に
帰
る
時
は

な
い
。

　

後
鳥
羽
院
の
第
二
の
皇み

こ子
順
徳

上
皇
も
、
父
と
叛
逆
の
謀
議
を
は

か
り
、
日
本
海
の
佐
渡
ヶ
島
へ
配

流
と
な
っ
た
。

　

こ
の
天
皇
も
す
ぐ
れ
た
歌
人
だ

っ
た
。『
順
徳
院
御
集
』を
残
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
二
人
の
天
皇
を
、
父
と

弟
と
し
て
も
ち
、
自
ら
の
天
皇
の

位く
ら
いも
順
徳
上
皇
に
ゆ
ず
っ
た
土つ

ち

御み

門か
ど

院（
第
八
十
三
代
土
御
門
天

皇
）に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
平
成

二
十
四（
二
〇
一
二
）年
四
月
号
の

「
い
た
の
す
が
お
」に
、「
土つ
ち

御み

門か
ど

院い
ん

な
ほ
恋
し
き
は
都み

や
こ

な
り
」と
題
し

て
と
り
あ
げ
た
。

　

こ
こ
で
私
は
土
御
門
上
皇
は
、

貞じ
よ
う
お
う応

二（
一
二
二
三
）年
か
ら
嘉か

禄ろ
く

三（
一
二
二
七
）年
ま
で
、
わ
が

板
野
町
下
庄
の
八は
ち
ま
ん幡

神
社
北
側

の
、
栖す

養が
い

の
杜も

り

の
松
木
殿
に
、
四

年
間
遷せ
ん
き
よ居
し
て
い
た
史
実
を
と
り

あ
げ
て
い
る
。

　

か
つ
て
板
野
町
に
、
四
年
間
短

い
な
が
ら
、
第
八
十
三
代
土
御
門

天
皇
が
遷
居
し
て
い
た
。
の
ち
現

在
の
阿
波
市
土
成
町
の
吉
田
に
移

り
、寛か
ん
き喜

三（
一
二
三
一
）年
十
月
、

三
十
六
才
の
若
さ
で
崩ほ
う
ぎ
よ御（

死
亡
）

し
て
い
る
。

　

こ
の
土
御
門
上
皇
も
和
歌
を
残

し
た
。

　

土
御
門
院
は
承
久
の
乱
の
企く
わ
だて

に
は
加
わ
ら
ず
、
父
後
鳥
羽
院
や

弟
順
徳
上
皇
の
決
起
を
い
さ
め
た

が
、
自
ら
も
父
や
弟
に
殉じ
ゆ
んじ
配
流

と
な
り
、
四
国
の
土
佐
へ
お
も
む

い
た
。

　

の
ち
阿
波
に
移
り
、
阿
波
で
薨こ
う

じ
た
。
同
じ
よ
う
に
父
も
弟
も
、

都
へ
の
想
い
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ

島
で
崩
御
し
て
い
る
。

　

後
鳥
羽
院
の
望
郷
の
歌
は
、
松

木
殿
の
土
御
門
院
も
、
同
じ
よ
う

に
都
と
お
互
い
の
身
の
上
を
し
の

び
あ
う
、
歌
と
な
っ
て
い
る
。

『
遠
島
御
百
首
』を
し
の
ぶ

下庄・松木殿にある土御門上皇の御製

八
十
一
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,635 1,243 1,681 6,559 △ 3

女 3,977 1,343 1,730 7,050 6

合　計 7,612 2,586 3,411 13,609 3

世　帯 3,208 1,043 1,347 5,598 14

人口のうごき

平
成
29
年
11
月
24
日
現
在

★日　時：12月15日（金）午後₇時30分～
★種　目：ラージ卓球
★場　所：田園パーク健康の館アリーナ内
※参加無料　※準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ち

の方はご持参ください。

ファミリースポーツの
ご案内

～生活の困りごと、ひとりで抱え込
まずに、まずはご相談ください～
板野町社会福祉協議会に「くらしサポ
ートセンター」を開設しております

●お問い合わせ● 板野町教育委員会 ☎672-0136
　　　　　　　　 板野町健康の館　 ☎672-3333

なぞなぞ問題：
　おてんとうさまをみると冷や汗かいて
　小さくなるのは何？
　（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載し

ます。）
☆（11月）なぞなぞ問題のこたえ☆
　七五三（しちごさん）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

横
　
山
　
仁
　
志

・

千
　
佳

賢ケ
ン

　
人ト

川

端

男

久
　
保
　
翔
　
万

・

奈
　
々

柚ユ

ズ

キ葵

羅

漢

女

中
　
村
　
竜
　
二

・

優
　
希

寿ス

ズ

カ

々
華

大

寺

女

松
　
浦
　
　
　
優

・

亜
由
美

紗サ

　
羅ラ

川

端

女

黒
　
田
　
明
　
久

・

さ
ゆ
り

瑛エ

レ

ナ

令
奈

羅

漢

女

林
　
　
　
有
　
汰

・

仁
紗
子

陽ヒ

ナ

カ

和
佳

川

端

女

吉
　
永
　
　
　
純

・

佳
　
里

華カ

　
純ス

ミ

大

寺

女

江
　
原
　
豊
　
彦

・

さ
つ
き

瑞ミ
ズ

　
希キ

吹

田

女

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

藤

　

田

　

　

　

曻

98

矢

武

三

　

好

　

享

　

晴

61

大

坂

浅

　

海

　

喜

代

美

68

大

寺

稲

　

垣

　

靖

　

子

85

大

寺

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

夫 

の 

氏 

名

住
　
所

妻 

の 

氏 

名

住
　
所

戎

野

貴

明

犬

伏

久

米

美

南

犬

伏

樋

口

達

哉

吉
野
川
市

久

米

明

世

那

東

12月12月

◆相談内容◆
・長く引きこもり状態が続いている
・社会へのかかわりに不安がある
・働きたいが高齢などの理由で、なかなか
　仕事が見つからない
・悩むばかりで、どこに相談したらいいかわからない

〈相談のながれ〉
　まずは、困っていることを話してください。相談内
容から適切な対応方法を判断します。
　生活の状況と課題を一緒に分析し、必要な解決策を
さぐっていきます。 
　相談内容により、適切な対応ができる他の専門機関
につながるよう、あなたを支援します。
◆受付時間／月～金曜日　午前₉時～午後₅時
　　　　　　（土・日・祝・年末年始をのぞく）
◆お問い合わせ／くらしサポートセンター板野
　（板野町社会福祉協議会内）
　☎672－0051　ＦＡＸ672－5894
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ca
le

nd
ar

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

特
設
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

６

水

幼
児
聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
９
時
～
午
前
９
時
15
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

７

木

大
雪

8

金

9

土

10

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

11

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

12

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
健
康
の
館
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

13

水

巡
回
職
業
相
談（
南
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

14

木

15

金

総
合
健
診(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
８
時
～
10
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
ー
ジ
卓
球（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

16

土

総
合
健
診(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
８
時
～
10
時

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
視
聴
覚
室
）　

午
後
２
時
30
分
～

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

月

元
日

２

火

３

水

４

木

５

金

小
寒

６

土

７

日

平
成
29
年
度
板
野
町
成
人
式(

文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
前
10
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

8

月

成
人
の
日

9

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
健
康
の
館
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

10

水

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

12

1

月

月
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

17

日

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

18

月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

19

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

20

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

出
前
人
権
相
談（
南
公
会
堂
）　

午
前
10
時
～
12
時

21

木

乳
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

22

金

冬
至

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

23

土

天
皇
誕
生
日

24

日

25

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

26

火

27

水

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

28

木

29

金

30

土

31

日

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

12 月
５

火

芳

川

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

5
3
5
5

６

水

井

上

医

院
松
茂
町

6
9
9

–

8
0
7
0

７

木

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町

6
9
9

–

3
7
7
7

８

金

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町

6
9
9

–

2
7
8
7

9

土

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科
北
島
町

6
9
8

–

5
1
0
8

10

日

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
8

11

月

か
ま
だ
眼
科
松
茂
町

6
7
8

–

8
5
8
5

12

火

高

田

整

形

外

科

病

院
北
島
町

6
9
8

–

8
6
8
9

13

水

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

5
1
5
7

14

木

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

8
6
5
5

15

金

堀
口
整
形
外
科
北
島
町

6
9
8

–

5
1
1
1

16

土

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
2

17

日

友

成

医

院
上
板
町

6
9
4

–

5
5
1
5

18

月

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

0
3
0
3

19

火

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町

6
9
8

–

3
1
1
1

20

水

平

野

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
0
6
0

21

木

山
田
外
科
内
科
北
島
町

6
9
8

–

5
5
0
0

22

金

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
7
8

–

7
1
4
1

23

土

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
0
6
6

24

日

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

3
0
2
0

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

12 月
25

月

吉
野
川
病
院
北
島
町

6
9
8

–

6
1
1
1

26

火

片

山

医

院
北
島
町

6
9
8

–

2
6
2
5

27

水

新

居

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
8
0
8

28

木

田

根

内

科

胃
腸
科
医
院
北
島
町

6
9
8

–

0
1
2
3

29

金

き

た

じ

ま

田

岡

病

院
北
島
町

6
9
8

–

1
2
3
4

30

土

31

日

1 月
１

月

２

火

３

水

４

木

い

の

も

と

眼

科

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
8
8
7

５

金

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
2
2
1

６

土

香

川

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

9
7
7
0

７

日

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

6
7
2

–

5
6
3
0

８

月

浦

田

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

2
9
2
1

9

火

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
3

10

水

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

3
2
1
3
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

お
は
な
し
会

日　

時　

十
二
月
十
六
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館 

視
聴
覚
室

内　

容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き

　
　
　
　

か
せ
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

異
形
の
も
の
た
ち

小
池
真
理
子
／ 

著

セ
ブ
ン
ズ
！ 　

 

五
十
嵐
貴
久
／ 

著

太
陽
と
乙
女  　

森
見
登
美
彦
／ 

著

デ
ッ
ド
・
オ
ア
・
ア
ラ
イ
ブ

楡　

周
平
／ 

著

痴
漢
冤
罪	

新
堂
冬
樹
／ 

著

月
夜
の
散
歩	

角
田
光
代
／ 

著

銀
杏
手
な
ら
い	

西
條
奈
加
／ 

著

ド
レ
ス		



藤
野
可
織
／ 

著

駐
在
日
記	

小
路
幸
也
／ 

著

呉
漢
上
・
下
巻  

宮
城
谷
昌
光
／ 

著

ゆ
め
は
ま
ん
が
家	

小
林
深
雪
／ 

作

ね
こ
の
町
の
ダ
リ
オ
写
真
館

小
手
鞠
る
い
／ 

作

貨
物
船
の
は
な
し柳

原
良
平
／ 
作
・
絵

鳥
獣
戯
画
を
読
み
と
く

五
味 

文
彦
／ 
監
修

キ
ズ
ナ
キ
ス　

  

梨
屋
ア
リ
エ
／ 

著

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
た
ま
ご

吉
野
万
理
子
／ 

作

「
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
」

若
竹
　
千
佐
子
／ 

著

　

第
54
回
文
藝
賞
受
賞
作
。
主
婦
か
ら

小
説
家
へ
。
63
歳
、
史
上
最
年
長
受
賞
。

　

74
歳
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
桃
子
さ
ん
―

　

お
ら
の
今
は
、
こ
わ
い
も
の
な
し
。
24

歳
の
秋
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
故
郷
を

飛
び
出
し
山
の
子
か
ら
都
会
の
生
活
へ
。
身

ひ
と
つ
で
上
野
駅
に
降
り
立
っ
て
か
ら
50

年
。
い
ま
、
新
た
な
人
生
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
が
、
そ
こ
か
し
こ
で
鳴
り
響
く
― 

。

「
図
書
館
に
い
た
ユ
ニ
コ
ー
ン 

」

お
び
か
　
ゆ
う
こ
／ 

訳

　

山
や
森
の
自
然
の
な
か
で
遊
ぶ
の
が
大

好
き
な
主
人
公
ト
マ
ス
は
、
本
を
読
む
の

な
ん
か
大
き
ら
い
。
と
こ
ろ
が
、
お
母
さ

ん
に
無
理
や
り
連
れ
て
行
か
れ
た
図
書
館

で
、
素
晴
ら
し
い
司
書
と
木
で
で
き
た
ユ

ニ
コ
ー
ン
に
出
会
う
！ 

先
生
の
お
か
げ

で
本
が
好
き
に
な
っ
た
ト
マ
ス
の
日
常

に
、
や
が
て
戦
争
が
や
っ
て
き
て
…
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

261

12月・1月の休館日　表中 

１月

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
12月

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土

　

今
年
も
一
年
間「
す
が
お
」を
読

ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

原
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
快

く
取
材
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
、
ま
た
毎
月
配
布
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
広
報
委
員
の
皆

さ
ま
等
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
に

よ
り
発
行
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
町
内
の

話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
に
植
え
た
芋
苗
が
、
子
ど

も
達
の
愛
情
で
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
10
月
12
日
に
待
ち

に
待
っ
た
お
芋
掘
り
を
し
ま
し

た
。
年
長
児
が
ツ
ル
や
マ
ル
チ
を

外
し
、「
す
み
れ
ぐ
み
さ
ん
お
芋
掘

り
で
き
る
か
な
あ
」「
大
き
い
お
芋

あ
る
か
な
あ
」と
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
出
て
き
た

お
芋
は
大
き
く
て
大
豊
作
だ
っ
た

の
で
、
お
誕
生
会
で
早
速
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
れ
た
て
ホ
ク
ホ
ク

の
お
芋
は
子
ど
も
達
の
味
覚
を
十

分
に
刺
激
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
25
日
の
、
英
語
教

室
で
は
仮
装
を
し
て
、
地
域
を
回

り「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
」の
合
い
言
葉
で
お
菓
子
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
高
齢
者
施
設
で
は
心
温

ま
る
歓
迎
の
中
、
歌
の
お
返
し
を

し
、
嬉
し
い
触
れ
合
い
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
行
事
を

通
し
て
、
実
体
験
を
増
や
し
地
域

の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
よ
う
ち
え
ん 

た
の
し
い
な
」

板
野
西
幼
稚
園「トリック・オア・トリート♡」

「うんとこしょ! どっこいしょ!!」

やきいもあまくておいし～ ！
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